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数N:-#Gが Nぅ ∞ となる極限で,
7i(a)～wN, W･.-q/e (1)
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[6】.結果は,式 (1)で Wの値が修正されたものだった.図 2(左)の格子に?いて,Wの値を,場
の理論の予言,状態和模型に書き直し転送行列を数値対角化して求めた結果を図2(右)に示す.
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